








研究目的 

先天性副腎皮質過形成(CAH と略)の大部分を占める 21 一水酸化酵素欠損症の新生児マス･

スクリーニングは,乾燥濾紙血液中の 17α一ハイドロキシプロゲステロン(17-OHP)の測定

により行われている。静岡県西部地区では,昭和 59年 3 月まで東京医科歯科大学の下澤ら

と協同して,RIA 法による 17-OHP 測定を行ってきた。昭和 59 年 4 月以降は EIA 法による

17-OHP 測定を静岡県予防医学協会で行った。現在までの 7ヵ月間に 8,497 名の新生児が一

次スクリーニングを受けたが,患者の発見には至っていない。この間の測定値についての検

討を以下に報告する。 


